
(57)【要約】

　　【課題】釣人が仕掛けの態様を簡単且つ迅速に変更

して海上の状況の変化に瞬時に対応することができる釣

用浮きの提供。

　　【解決手段】この釣用浮き２０は、本体２１と分離

体２２とを有する。分離体２２は、保持機構３０を介し

て本体２１に着脱される。保持機構３０は、保持棒３３

を備え、これに分離体２２が螺合される。本体２１は、

貫通孔２５が設けられ、比重が１．０３５以上に設定さ

れている。分離体２２は、貫通孔２８が設けられ、比重

が１．０３５以下に設定されている。本体２１と分離体

２２が合体した状態で、上記貫通孔２５と貫通孔２８は

、連通される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 釣 糸 が 挿 通 さ れ る 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 が 貫 通 形 成 さ れ 、 比 重 が １ ． ０ ３ ５ 以 上 に 設 定 さ れ た
本 体 と 、
　 釣 糸 が 挿 通 さ れ る 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 が 貫 通 形 成 さ れ 、 比 重 が １ ． ０ ３ ５ 以 下 に 設 定 さ れ た
分 離 体 と 、
　 分 離 体 を 所 定 の 保 持 力 で 保 持 す る こ と に よ っ て 上 記 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 の 中 心 と 第 ２ 釣 糸 挿
通 孔 の 中 心 と を 一 致 さ せ た 状 態 で 当 該 分 離 体 を 本 体 に 合 体 さ せ る 保 持 機 構 と を 備 え た 釣 用
浮 き 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 保 持 機 構 は 、
　 本 体 に 立 設 さ れ た 保 持 棒 と 、
　 分 離 体 に 設 け ら れ 、 保 持 棒 と 螺 合 す る 螺 合 凹 部 と を 有 す る 釣 用 浮 き 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 保 持 棒 は 、 先 端 部 外 周 面 に 雄 ね じ が 形 成 さ れ 且 つ 上 記 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 を 構 成 す る 筒
状 部 材 か ら な り 、
　 上 記 螺 合 凹 部 は 、 上 記 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 に 形 成 さ れ た ね じ 孔 か ら な る 請 求 項 ２ に 記 載 の 釣
用 浮 き 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 保 持 機 構 は 、
　 本 体 に 立 設 さ れ 、 先 端 部 が 略 球 形 に 形 成 さ れ た 保 持 棒 と 、
　 分 離 体 に 設 け ら れ 、 保 持 棒 の 先 端 部 と 嵌 合 す る 嵌 合 凹 部 と を 有 し 、
　 当 該 嵌 合 凹 部 は 保 持 棒 の 先 端 部 が 挿 脱 さ れ る 開 口 を 有 し 、 当 該 開 口 の 内 径 寸 法 が 上 記 先
端 部 の 外 径 寸 法 よ り も 小 さ く 設 定 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 釣 用 浮 き 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 保 持 棒 は 、 上 記 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 を 構 成 す る 筒 状 に 形 成 さ れ 、
　 上 記 嵌 合 凹 部 は 、 上 記 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 の 端 部 の 内 壁 面 形 状 が 略 球 形 に 形 成 さ れ る こ と に
よ っ て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 釣 用 浮 き 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 保 持 棒 の 先 端 部 は 、 外 径 寸 法 が 弾 性 的 に 拡 縮 可 能 な よ う に 軸 方 向 に 沿 っ て ス リ ッ ト
が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 釣 用 浮 き 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 保 持 機 構 は 、
　 本 体 に 設 け ら れ 、 開 口 を 有 す る 分 離 体 収 容 部 と 、
　 当 該 開 口 の 周 縁 部 か ら 分 離 体 収 容 部 の 内 壁 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 と 、
　 分 離 体 の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 雄 ね じ 部 と を 備 え て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 釣 用 浮 き 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 保 持 機 構 は 、
　 本 体 に 設 け ら れ 、 開 口 を 有 す る た 分 離 体 収 容 部 と 、
　 当 該 開 口 の 周 縁 部 か ら 分 離 体 収 容 部 の 内 壁 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 略 Ｌ 字 状 の 係 合 溝 と 、
　 分 離 体 の 外 周 面 に 突 設 さ れ 、 係 合 溝 と 係 合 す る 係 合 爪 と を 備 え て い る 請 求 項 １ に 記 載 の
釣 用 浮 き 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 釣 り の 際 に 使 用 さ れ る 浮 き に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 釣 り の ジ ャ ン ル に 「 浮 き 釣 り 」 と い う も の が あ る 。 浮 き 釣 り は 、 文 字 通 り 「 浮 き 」 と 称
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さ れ る ア イ テ ム を 用 い て 魚 を 釣 ろ う と す る も の で あ る 。 図 ９ は 、 一 般 的 な 浮 き 釣 り の 仕 掛
け に よ る 釣 り の 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 同 図 が 示 す よ う に 浮 き 釣 り で は 、 仕 掛 け １ は 、 道 糸 ２ と 、 連 結 具 ７ （ 通 常 「 サ ル カ ン 」
と 称 さ れ る 。 ） を 介 し て 道 糸 ２ に 連 結 さ れ た ハ リ ス ３ と 、 ハ リ ス ３ の 先 端 に 設 け ら れ た 釣
針 ４ と 、 道 糸 ２ に 装 着 さ れ た 浮 き ５ と を 有 す る 。 浮 き ５ の 装 着 態 様 は 従 来 か ら 種 々 提 案 さ
れ て い る が 、 こ の 仕 掛 け １ で は 、 浮 き ５ は い わ ゆ る 中 通 し タ イ プ の も の で あ っ て 、 道 糸 ２
は 、 浮 き ５ の 内 部 に 挿 通 さ れ て お り 、 浮 き ５ は 、 道 糸 ２ に 沿 っ て 自 在 に ス ラ イ ド す る よ う
に な っ て い る 。 た だ し 、 一 般 に 道 糸 ２ に は 浮 止 具 ８ が 設 け ら れ 、 こ れ に よ り 浮 き ５ は 、 サ
ル カ ン ７ と 浮 止 具 ８ と の 間 で ス ラ イ ド す る 。 ま た 、 浮 き ５ は 、 海 中 に 投 入 さ れ た 状 態 で 所
定 の 浮 力 を 備 え 、 こ れ に よ り 、 海 面 ６ に 浮 か ぶ こ と に な る 。 さ ら に 、 仕 掛 け １ が 海 中 で 安
定 的 に 配 置 さ れ る た め に 、 ハ リ ス ３ に は 、 錘 ９ （ 通 常 「 ガ ン 玉 」 と 称 さ れ る 。 ） が 適 宜 装
着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 仕 掛 け １ が 海 中 に 投 入 さ れ る と 、 釣 針 ４ 、 ハ リ ス ３ 、 ガ ン 玉 ９ 、
サ ル カ ン ７ 等 に 作 用 す る 重 力 に よ っ て 釣 針 ４ 等 が 海 中 に 沈 ん で い き 、 道 糸 ２ が 海 面 ６ に 浮
か ん だ 浮 き ５ に 対 し て 相 対 的 に 矢 印 １ ０ の 方 向 に 沿 っ て ス ラ イ ド す る 。 そ し て 、 図 １ ０ が
示 す よ う に 、 道 糸 ２ に 設 け ら れ た 浮 止 具 ８ が 浮 き ５ に 当 接 し た 時 点 で 、 当 該 仕 掛 け １ が 海
中 で 安 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 海 上 の 状 況 は 刻 々 と 変 化 し 、 場 合 に よ っ て は 潮 流 が 速 く な る こ と も あ る 。 図
１ １ は 、 潮 流 が 速 く な っ た と き の 仕 掛 け １ の 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 同 図 が 示 す よ う に
、 潮 流 が 速 い 場 合 は 、 こ れ に よ っ て 仕 掛 け １ 全 体 が 潮 流 の 方 向 （ 矢 印 １ １ の 方 向 ） に 流 さ
れ る 。 し か も 、 道 糸 ２ は 、 釣 竿 側 に 延 び て い る か ら 、 道 糸 ２ が 相 対 的 に 釣 竿 側 に 引 っ 張 ら
れ 、 そ の 結 果 、 仕 掛 け １ は 、 海 面 ６ 側 に 浮 き 上 が っ た 状 態 で 潮 流 方 向 に 流 さ れ て い く 。 こ
の よ う な 状 態 で は 、 釣 針 ４ も 海 面 ６ 付 近 に 漂 う 状 態 と な る か ら 、 釣 果 は 期 待 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 問 題 が 解 決 さ れ る た め に 、 図 １ ２ が 示 す よ う に 、 従 来 で は 、 浮 き ５ の 浮 力 が 抑 え ら
れ 、 浮 き ５ 自 体 が 海 中 に 潜 行 す る よ う に 構 成 さ れ た も の が あ る 。 こ の よ う に 浮 き ５ の 浮 力
が 抑 え ら れ た 場 合 に は 、 浮 き ５ が 先 行 し な が ら 潮 流 に 流 さ れ る の で 、 仕 掛 け １ は 、 浮 き ５
に 案 内 さ れ る 状 態 で 海 中 の 釣 人 が 所 望 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 と こ ろ が 、 こ の よ う に 浮 き
５ が 潜 行 す る よ う に 構 成 さ れ る と 、 釣 人 か ら 浮 き ５ を 確 認 す る こ と が 困 難 と な る う え 、 釣
人 が 道 糸 ２ を 管 理 す る 必 要 が あ り 、 こ の 道 糸 管 理 作 業 は 、 釣 人 に と っ て 熟 練 を 要 す る も の
で あ る 。 そ の 結 果 、 結 局 こ の よ う な 釣 法 で は 、 熟 練 者 で な い 限 り 釣 果 が 期 待 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 道 糸 ２ に 浮 き が ２ つ 設 け ら れ る 釣 法 が 提 案 さ れ た 。 図 １ ３ は 、 従 来 の 浮 き が ２
つ 設 け ら れ た 釣 法 （ 一 般 に 「 二 段 浮 き 釣 法 」 と 称 さ れ る 。 ） を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 同
図 が 示 す よ う に 、 道 糸 ２ に は 水 中 浮 き と 称 さ れ る 潜 行 浮 き １ ２ と 、 当 た り 浮 き と 称 さ れ る
海 面 ６ に 浮 く 浮 き １ ３ と が 装 着 さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 場 合 、 速
い 潮 流 が 矢 印 １ １ の 方 向 に 流 れ た と き に は 、 潜 行 浮 き １ ２ が 海 中 に 潜 行 し て 仕 掛 け １ を 釣
人 の 所 望 の 位 置 へ 運 び 、 一 方 、 浮 き １ ３ は 海 面 ６ に 止 ま っ て 、 魚 の ヒ ッ ト を 釣 人 に 知 ら せ
る 。 こ の 釣 法 に よ れ ば 、 釣 人 に 熟 練 が 要 請 さ れ ず 、 釣 人 は 、 比 較 的 簡 単 に 釣 り を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 株 式 会 社 シ マ ノ 　 ２ ０ ０ ３ 　 Fishing Tackle Catalogue（ 第 ２ １ ７ 頁 、 第
２ １ ８ 頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 の よ う に 、 海 上 の 状 況 は 刻 々 変 化 す る も の で あ る か ら 、 こ の よ う な
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二 段 浮 き 釣 法 が 適 す る 状 況 が 変 化 し 、 潮 流 が 遅 く 波 も 小 さ く な り 、 い わ ゆ る 凪 状 態 と な る
場 合 も あ る 。 そ の よ う な 状 況 に 変 化 し た 場 合 は 、 二 段 浮 き 釣 法 は む し ろ 適 さ ず 、 図 ９ に 示
さ れ た 通 常 の 釣 法 が 適 す る 。 こ れ に 対 応 す る た め に 、 釣 人 は 、 仕 掛 け 全 体 を 作 り 直 す 必 要
が あ り 、 こ の 作 業 は 非 常 に 繁 雑 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 仕 掛 け の 態 様 を 簡 単 且 つ 迅 速 に 変 更 し 、 釣 人 が 海 上 の 状 況 の
変 化 に 瞬 時 に 対 応 す る こ と が で き る 釣 用 浮 き を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 (1) 上 記 目 的 が 達 成 さ れ る た め 、 本 発 明 に 係 る 釣 用 浮 き は 、 釣 糸 が 挿 通 さ れ る 第 １ 釣 糸
挿 通 孔 が 貫 通 形 成 さ れ 、 比 重 が １ ． ０ ３ ５ 以 上 に 設 定 さ れ た 本 体 と 、 釣 糸 が 挿 通 さ れ る 第
２ 釣 糸 挿 通 孔 が 貫 通 形 成 さ れ 、 比 重 が １ ． ０ ３ ５ 以 下 に 設 定 さ れ た 分 離 体 と 、 分 離 体 を 所
定 の 保 持 力 で 保 持 す る こ と に よ っ て 上 記 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 の 中 心 と 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 の 中 心 と
を 一 致 さ せ た 状 態 で 当 該 分 離 体 を 本 体 に 合 体 さ せ る 保 持 機 構 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 保 持 機 構 に よ っ て 分 離 体 が 本 体 に 所 定 の 保 持 力 で 合 体 さ れ る 。 こ の
と き 、 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 と 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 と が 連 通 さ れ 、 単 一 の 釣 糸 挿 通 孔 が 形 成 さ れ る 。
す な わ ち 、 分 離 体 が 本 体 に 合 体 さ れ た と き は 、 単 一 の 中 通 し 浮 き が 構 成 さ れ る 。 本 体 及 び
分 離 体 が 上 記 の 比 重 に 設 定 さ れ る か ら 、 当 該 分 離 体 が 本 体 に 合 体 さ れ た 中 通 し 浮 き は 、 海
中 で 所 定 の 浮 力 を 有 す る 。 一 方 、 釣 人 は 、 所 要 時 に お い て 、 上 記 保 持 力 に 抗 し て 分 離 体 を
引 っ 張 る こ と に よ っ て 分 離 体 を 本 体 か ら 離 脱 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 本 体 は 、
上 記 比 重 で あ る こ と か ら 水 中 浮 き と し て 機 能 し 、 分 離 体 は 、 上 記 比 重 で あ る こ と か ら 海 面
に 浮 く 当 た り 浮 き と し て 機 能 し 得 る 。 ま た 、 釣 人 は 、 さ ら に 必 要 で あ れ ば 、 保 持 機 構 に よ
っ て 分 離 体 を 本 体 に 合 体 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 上 記 保 持 機 構 は 、 本 体 に 立 設 さ れ た 保 持 棒 と 、 分 離 体 に 設 け ら れ 、 保 持 棒 と 螺
合 す る 螺 合 凹 部 と を 有 し て 構 成 さ れ る 。 こ の 構 成 で は 、 本 体 側 に 設 け ら れ た 保 持 棒 に 分 離
体 が ね じ 込 ま れ る だ け で 、 分 離 体 が 簡 単 に 本 体 に 保 持 さ れ 、 ま た 、 簡 単 に 本 体 か ら 分 離 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 に 、 上 記 保 持 棒 と し て は 、 先 端 部 外 周 面 に 雄 ね じ が 形 成 さ れ 且 つ 上 記 第 １ 釣 糸 挿 通 孔
を 構 成 す る 筒 状 部 材 が 採 用 さ れ 、 上 記 螺 合 凹 部 は 、 上 記 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 に 形 成 さ れ た ね じ
孔 に よ り 構 成 さ れ 得 る 。 こ の 場 合 で は 、 筒 状 部 材 が 本 体 に 貫 通 配 置 さ れ る こ と に よ っ て 保
持 棒 が 形 成 さ れ る と 同 時 に 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 が 形 成 さ れ る の で 、 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 を 形 成 す る
た め の 特 別 の 加 工 が 不 要 と な る 。 し か も 、 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 の 一 部 に よ っ て 、 保 持 棒 が 螺 合
さ れ る ね じ 孔 が 構 成 さ れ る か ら 、 保 持 棒 と 螺 合 す る た め の 当 該 ね じ 孔 を 正 確 に 位 置 決 め す
る 作 業 が 不 要 と な る 。 す な わ ち 、 こ の 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 に 上 記 ね じ 孔 が 設 け ら れ る こ と に よ
っ て 、 当 該 ね じ 孔 の 位 置 は 、 自 動 的 に 上 記 保 持 棒 の 位 置 と 一 致 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 (2) ま た 、 上 記 保 持 機 構 は 、 本 体 に 立 設 さ れ 、 先 端 部 が 略 球 形 に 形 成 さ れ た 保 持 棒 と 、
分 離 体 に 設 け ら れ 、 保 持 棒 の 先 端 部 と 嵌 合 す る 嵌 合 凹 部 と を 有 し 、 当 該 嵌 合 凹 部 は 保 持 棒
の 先 端 部 が 挿 脱 さ れ る 開 口 を 有 し 、 当 該 開 口 の 内 径 寸 法 が 上 記 先 端 部 の 外 径 寸 法 よ り も 小
さ く 設 定 さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ 得 る 。 こ の 構 成 で は 、 本 体 側 に 設 け ら れ た 保 持 棒 が 分
離 体 の 嵌 合 凹 部 に 押 し 込 ま れ る だ け で 、 分 離 体 が 簡 単 に 本 体 に 保 持 さ れ 、 ま た 、 分 離 体 が
保 持 棒 か ら 引 き 抜 か れ る だ け で 、 簡 単 に 本 体 か ら 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 上 記 保 持 棒 は 、 上 記 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 を 構 成 す る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 上 記 嵌 合 凹 部
は 、 上 記 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 の 端 部 の 内 壁 面 形 状 が 略 球 形 に 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ
得 る 。 こ の 場 合 で は 、 保 持 棒 が 本 体 に 貫 通 配 置 さ れ る こ と に よ っ て 、 当 該 保 持 棒 が 筒 状 に
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形 成 さ れ て い る こ と か ら 同 時 に 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 が 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 １ 釣 糸 挿 通
孔 を 形 成 す る た め の 特 別 の 加 工 が 不 要 と な る 。 し か も 、 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 の 一 部 に よ っ て 嵌
合 凹 部 が 構 成 さ れ る か ら 、 保 持 棒 と 嵌 合 す る た め に 当 該 嵌 合 凹 部 を 正 確 に 位 置 決 め す る 作
業 が 不 要 と な る 。 す な わ ち 、 こ の 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 に 上 記 嵌 合 凹 部 が 設 け ら れ る こ と に よ っ
て 、 当 該 嵌 合 凹 部 の 位 置 は 、 自 動 的 に 上 記 保 持 棒 の 位 置 と 一 致 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 に 、 上 記 保 持 棒 の 先 端 部 は 、 外 径 寸 法 が 弾 性 的 に 拡 縮 可 能 な よ う に 軸 方 向 に 沿 っ て ス
リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 保 持 棒 の 先 端 部 が 嵌 合 凹 部 に 嵌 め 込
ま れ る 際 に 、 当 該 先 端 部 の 外 径 寸 法 は 、 嵌 合 凹 部 の 開 口 の 内 径 寸 法 に 対 応 し て 弾 性 的 に 小
さ く な る 。 し た が っ て 、 保 持 棒 に 分 離 体 が 容 易 に 嵌 め 込 ま れ る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 (3) さ ら に 、 上 記 保 持 機 構 は 、 本 体 に 設 け ら れ 、 開 口 を 有 す る 分 離 体 収 容 部 と 、 当 該 開
口 の 周 縁 部 か ら 分 離 体 収 容 部 の 内 壁 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 と 、 分 離 体 の 外 周 面 に
形 成 さ れ た 雄 ね じ 部 と を 備 え て 構 成 さ れ 得 る 。 こ の 構 成 で は 、 分 離 体 は 、 本 体 の 分 離 体 収
容 部 に 直 接 ね じ 込 ま れ る こ と に よ り 、 本 体 に 簡 単 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 (4) ま た 、 上 記 保 持 機 構 は 、 本 体 に 設 け ら れ 、 開 口 を 有 す る た 分 離 体 収 容 部 と 、 当 該 開
口 の 周 縁 部 か ら 分 離 体 収 容 部 の 内 壁 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 略 Ｌ 字 状 の 係 合 溝 と 、 分 離 体 の
外 周 面 に 突 設 さ れ 、 係 合 溝 と 係 合 す る 係 合 爪 と を 備 え て 構 成 さ れ 得 る 。 こ の 構 成 で は 、 分
離 体 は 、 係 合 爪 が 本 体 の 係 合 溝 に 挿 入 さ れ 、 当 該 係 合 溝 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ れ る こ と に よ
っ て 、 本 体 に 保 持 さ れ る 。 し か も 、 係 合 溝 が 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て い る か ら 、 上 記 係 合 爪
と 係 合 溝 と の 係 合 及 び 係 合 解 除 は 、 き わ め て 簡 単 に 行 わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 分 離 体 が 本 体 に 合 体 さ れ る こ と に よ っ て 単 一 の 中 通 し 浮
き が 構 成 さ れ 、 所 要 時 に は 、 分 離 体 が 本 体 か ら 離 脱 さ れ る の で 、 釣 人 が 単 一 の 中 通 し 浮 き
と し て 使 用 し て い る と き で あ っ て も 、 分 離 体 を 本 体 か ら 分 離 さ せ る こ と に よ っ て 、 本 体 を
水 中 浮 き と し て 使 用 し 、 分 離 体 を 当 た り 浮 き と し て 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ
て 、 釣 人 は 、 海 上 の 状 況 の 変 化 に 瞬 時 に 対 応 し て 仕 掛 け の 態 様 を 簡 単 且 つ 迅 速 に 変 更 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 適 宜 図 面 が 参 照 さ れ つ つ 、 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ い て 本 発 明 が 詳 細 に 説 明 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
＜ 第 １ の 実 施 形 態 ＞
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ の 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 一 部 断
面 分 解 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 釣 用 浮 き ２ ０ は 、 本 体 ２ １ と 分 離 体 ２ ２ と を 有 し 、 分 離 体 ２ ２ は 、 後 に 詳 述 さ れ る
保 持 機 構 ３ ０ を 介 し て 本 体 ２ １ に 着 脱 さ れ る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に
係 る 釣 用 浮 き ２ ０ は 、 本 体 ２ １ と 分 離 体 ２ ２ と が 合 体 さ れ た 状 態 （ 図 １ に 示 す 状 態 ） で 単
一 の 中 通 し 浮 き と し て 構 成 さ れ 、 本 体 ２ １ と 分 離 体 ２ ２ と が 分 離 さ れ た 状 態 で は 、 本 体 ２
１ が 水 中 浮 き と し て 使 用 さ れ 、 一 方 、 分 離 体 ２ ２ が 当 た り 浮 き と し て 使 用 さ れ 得 る も の で
あ り 、 本 体 ２ １ と 分 離 体 ２ ２ と は 、 ワ ン タ ッ チ で 合 体 又 は 分 離 が な さ れ る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 体 ２ １ は 、 木 材 、 樹 脂 等 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 外 形 形 状 が 略 紡 錘 形 な い し 卵 形 に 形
成 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 本 体 ２ １ が 卵 形 に 形 成 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 他 の 種 々 の 外 形 形 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。 ま
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た 、 本 体 ２ １ の 下 端 部 に は 錘 ２ ３ が 埋 設 さ れ て い る 。 こ の 錘 ２ ３ は 、 例 え ば 鉛 等 の 金 属 に
よ り 構 成 さ れ て お り 、 そ の 下 端 面 は 、 本 体 ２ １ の 外 周 面 の 一 部 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 体 ２ １ に は 、 分 離 体 ２ ２ が 収 容 さ れ る 収 容 部 ２ ４ と 、 収 容 部 ２ ４ に 連 通 す る 貫 通 孔 ２
５ （ 第 １ 釣 糸 挿 通 孔 ） と が 設 け ら れ て い る 。 収 容 部 ２ ４ は 、 本 体 ２ １ の 上 面 ２ ６ か ら 下 方
へ 向 か っ て 形 成 さ れ て お り 、 そ の 内 壁 面 形 状 は 、 略 球 形 に 形 成 さ れ て い る 。 収 容 部 ２ ４ の
仮 想 中 心 軸 は 、 本 体 ２ １ の 仮 想 中 心 軸 と 一 致 し て い る 。 こ の 収 容 部 ２ ４ の 内 径 寸 法 は 、 分
離 体 ２ ２ の 外 形 寸 法 に 対 応 さ れ て お り 、 分 離 体 ２ ２ は 、 図 １ が 示 す よ う に 、 収 容 部 ２ ４ に
隙 間 な く 嵌 め 込 ま れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 貫 通 孔 ２ ５ は 、 釣 用 浮 き ２ ０ が 中 通 し 浮 き と し て 使 用 さ れ る 際 に 釣 糸 が 挿 通 さ れ
る 部 分 で あ り 、 収 容 部 ２ ４ の 底 面 中 央 部 か ら 下 方 に 向 か っ て 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、
貫 通 孔 ２ ５ は 、 そ の 仮 想 中 心 軸 が 本 体 ２ １ の 上 記 仮 想 中 心 軸 と 一 致 し て お り 、 し た が っ て
、 本 体 ２ １ の 中 心 を 上 下 方 向 に 沿 っ て 延 び 、 且 つ 収 容 部 ２ ４ に 連 通 し て い る 。 な お 、 本 実
施 形 態 で は 、 貫 通 孔 ２ ５ の 上 端 部 ３ ６ は 、 若 干 拡 径 さ れ て お り 、 貫 通 孔 ２ ５ に 段 部 が 形 成
さ れ て い る 。 こ の 段 部 に よ る 作 用 効 果 に つ い て は 後 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 分 離 体 ２ ２ は 、 本 体 ２ １ と 同 様 に 木 材 、 樹 脂 等 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 外 形 形 状 は 、 略
樽 形 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 分 離 体 ２ ２ に つ い て も 、 略 樽 型 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 他 の 種 々 の 外 形 形 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。 ま た 、 分 離 体 ２ ２ の 下
端 部 に は 錘 ２ ７ が 埋 設 さ れ て い る 。 こ の 錘 ２ ７ は 、 本 体 ２ １ に 設 け ら れ た 錘 と 同 様 に 、 例
え ば 鉛 等 の 金 属 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 そ の 下 端 面 は 、 分 離 体 ２ ２ の 外 周 面 （ 下 面 ） の 一
部 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 分 離 体 ２ ２ に は 、 そ の 仮 想 中 心 軸 に 沿 っ て 貫 通 孔 ２ ８ （ 第 ２ 釣 糸 挿 通 孔 ） が 設 け ら れ て
い る 。 貫 通 孔 ２ ８ は 、 釣 用 浮 き ２ ０ が 中 通 し 浮 き と し て 使 用 さ れ る 際 に 釣 糸 が 挿 通 さ れ る
部 分 で あ る 。 ま た 、 こ の 貫 通 孔 ２ ８ の 下 端 部 に は 、 螺 合 凹 部 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
螺 合 凹 部 ３ １ は 、 貫 通 孔 ２ ８ の 下 端 部 が 拡 径 さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ て お り 、 そ の 内 周
面 に は 、 雌 ね じ ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 貫 通 孔 ２ ８ の 上 端 部 に ス リ ー ブ ２ ９ が 嵌 め 込 ま れ て い る
。 こ の ス リ ー ブ ２ ９ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 樹 脂 や 金 属 等 に よ り 構 成 さ れ る 。 こ の
ス リ ー ブ ２ ９ が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 釣 糸 が 貫 通 孔 ２ ８ に 非 常 に 滑 ら か に 挿 通 さ れ る
。 も っ と も 、 こ の ス リ ー ブ ２ ９ は 、 省 略 さ れ て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 保 持 機 構 ３ ０ は 、 保 持 棒 ３ ３ と 、 上 記 螺 合 凹 部 ３ １ と に よ り 構 成 さ れ る 。 保 持 棒 ３ ３ は
、 円 筒 状 の 部 材 で あ り 、 樹 脂 や 金 属 等 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ の 保 持 棒 ３ ３ の 先 端 部 ３
５ は 、 拡 径 さ れ て お り 、 当 該 先 端 部 ３ ５ に 雄 ね じ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 雄 ね じ ３ ４
は 、 上 記 螺 合 凹 部 ３ １ に 設 け ら れ た 雌 ね じ ３ ２ と 螺 合 す る よ う に な っ て い る 。 保 持 棒 ３ ３
の 外 径 寸 法 は 、 本 体 ２ １ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 ２ ５ の 内 径 寸 法 に 対 応 さ れ て お り 、 し た が っ
て 、 保 持 棒 ３ ３ は 、 上 記 貫 通 孔 ２ ５ に 隙 間 な く 挿 入 さ れ る 。 こ の よ う に 、 保 持 棒 ３ ３ が 貫
通 孔 ２ ５ に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 保 持 棒 ３ ３ が 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 保 持
棒 ３ ３ の 軸 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ る 孔 ３ ８ は 、 上 記 釣 糸 が 挿 通 さ れ る 部 分 を 構 成 す る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の と き 、 貫 通 孔 ２ ５ の 上 端 部 ３ ６ が 前 述 の よ う に 拡 径 さ れ る こ と に よ り 段 部 が 形 成 さ
れ て い る が 、 こ の 上 端 部 ３ ６ の 内 径 寸 法 は 、 保 持 棒 ３ ３ の 先 端 部 ３ ５ の 外 径 寸 法 に 対 応 さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 保 持 棒 ３ ３ が 上 記 貫 通 孔 ２ ５ に 上 方 か ら 挿 通 さ れ た 状 態 で は 、 保
持 棒 ３ ３ の 先 端 部 ３ ５ が 上 記 貫 通 孔 ２ ５ の 上 端 部 ３ ６ に よ っ て 形 成 さ れ る 段 部 に 当 接 す る
。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 保 持 棒 ３ ３ の 下 端 部 に 固 定 リ ン グ ３ ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
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固 定 リ ン グ ３ ７ は 、 樹 脂 や 金 属 等 か ら な る 環 状 の 部 材 で あ っ て 、 そ の 内 径 寸 法 は 保 持 棒 ３
３ の 外 径 寸 法 に 対 応 さ れ 、 そ の 外 径 寸 法 は 、 上 記 貫 通 孔 ２ ５ の 内 径 寸 法 よ り も 大 き く な る
よ う に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 保 持 棒 ３ ３ が 上 方 か ら 上 記 貫 通 孔 ２ ５ に 挿 通 さ れ 、 当 該
保 持 棒 ３ ３ の 下 端 部 に 固 定 リ ン グ ３ ７ が 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 、 本 体 ２ １ に 立 設 さ れ た
状 態 と な る 。 す な わ ち 、 保 持 棒 ３ ３ は 、 本 体 ２ １ の 中 心 を 貫 通 し た 状 態 で 配 置 さ れ 、 上 記
収 容 部 ２ ４ に 突 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 本 体 ２ １ に 錘 ２ ３ 、 保 持 棒 ３ ３ 及 び 固 定 リ ン グ ３ ７ が 設 け ら れ る こ と に よ っ
て 、 本 体 ２ １ の 比 重 は 、 １ ． ０ ３ ５ 以 上 に 設 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 本 体 ２ １ の 比 重 は 、
１ ． ０ ３ ～ １ ． １ ５ の 範 囲 で 設 定 さ れ 、 好 ま し く は 、 １ ． ０ ３ ５ ～ １ ． ０ ５ の 範 囲 で 設 定
さ れ 得 る 。 ま た 、 分 離 体 ２ ２ は 、 上 記 錘 ２ ７ 及 び ス リ ー ブ ２ ９ が 設 け ら れ る こ と に よ っ て
、 比 重 が １ ． ０ ３ ５ 以 下 に 設 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 分 離 体 ２ ２ の 比 重 は 、 ０ ． ７ ５ ～ １
． ０ ３ ５ の 範 囲 で 設 定 さ れ 、 好 ま し く は 、 ０ ． ８ ５ ～ １ ． ０ ３ ５ の 範 囲 で 設 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 分 離 体 ２ ２ は 、 前 述 の よ う に 本 体 ２ １ の 上 記 収 容 部 ２ ４ に 嵌 め 込 ま れ る も の で あ る が 、
こ の と き 分 離 体 ２ ２ の 螺 合 凹 部 ３ １ に 保 持 棒 ３ ３ が 螺 合 さ れ る 。 つ ま り 、 分 離 体 ２ ２ は 、
収 容 部 ２ ４ に 嵌 め 込 ま れ る 際 に 、 保 持 棒 ３ ３ の 先 端 部 に ね じ 込 ま れ る 。 こ れ に よ り 、 分 離
体 ２ ２ が 本 体 ２ １ に 保 持 固 定 さ れ る と 共 に 、 保 持 棒 ３ ３ の 孔 ３ ８ の 中 心 と 分 離 体 ２ ２ の 貫
通 孔 ２ ５ の 中 心 と が 一 致 さ れ 、 釣 用 浮 き ２ ０ の 中 心 を 上 下 方 向 （ 軸 方 向 ） に 沿 っ て 貫 通 す
る 単 一 の 釣 糸 挿 通 孔 ３ ９ （ 図 １ 参 照 ） が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ で は 、 保 持 機 構 ３ ０ に よ っ て 分 離 体 ２ ２ が 本
体 ２ １ と 合 体 さ れ る 。 こ の 状 態 で は 、 本 体 ２ １ の 貫 通 孔 ２ ５ と 分 離 体 ２ ２ の 貫 通 孔 ２ ８ と
が 連 通 さ れ 、 単 一 の 釣 糸 挿 通 孔 ３ ９ （ 図 １ 参 照 ） が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ３ が 示 す よ
う に 、 分 離 体 ２ ２ が 本 体 ２ １ に 合 体 さ れ て 釣 用 浮 き ２ ０ が 構 成 さ れ る 。 こ の と き 、 本 体 ２
１ 及 び 分 離 体 ２ ２ の 比 重 が 前 述 の よ う に 設 定 さ れ る か ら 、 当 該 釣 用 浮 き ２ ０ は 、 海 中 で 所
定 の 浮 力 を 有 す る 中 通 し 浮 き と し て 構 成 さ れ 、 通 常 の 海 面 Ｌ に 浮 か ぶ 浮 き と し て 使 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 図 ４ が 示 す よ う に 、 釣 人 は 、 所 要 時 （ 例 え ば 潮 流 が 速 い 場 合 等 ） に お い て は 、 分
離 体 ２ ２ を 本 体 ２ １ か ら 離 脱 さ せ る こ と に よ っ て 、 釣 用 浮 き ２ ０ を い わ ゆ る 二 段 浮 き と し
て 使 用 す る こ と が で き 、 本 体 ２ １ を 水 中 浮 き と し て 使 用 し 、 分 離 体 ２ ２ を 当 た り 浮 き と し
て 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 釣 人 は 、 必 要 で あ れ ば 、 再 び 分 離 体 ２ ２ を 本 体 ２ １ に
合 体 さ せ て 釣 用 浮 き ２ ０ を 単 一 の 中 通 し 浮 き と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 よ っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ で は 、 釣 人 の 所 望 時 に 単 一 の 中 通 し 浮 き と し て
使 用 す る こ と も で き 、 ま た 二 段 浮 き と し て 使 用 す る こ と も で き る の で 、 釣 人 は 、 海 上 の 状
況 の 変 化 に 瞬 時 に 対 応 し て 仕 掛 け の 態 様 を 簡 単 且 つ 迅 速 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 保 持 機 構 ３ ０ が 本 体 ２ １ 側 に 設 け ら れ た 保 持 棒 ３ ３ と 、 分
離 体 ２ ２ 側 に 設 け ら れ た 螺 合 凹 部 ３ １ と に よ り 構 成 さ れ る の で （ 図 ２ 参 照 ） 、 釣 人 は 、 分
離 体 ２ ２ を 本 体 ２ １ に ね じ 込 む と い う 簡 単 な 作 業 に よ り 、 両 者 を 合 体 さ せ る こ と が で き る
と 共 に 、 同 様 の 作 業 に よ っ て 、 両 者 を 簡 単 に 分 離 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 釣 人 は
、 海 上 の 状 況 の 変 化 に 一 層 迅 速 に 対 応 し て 仕 掛 け の 態 様 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 筒 状 の 保 持 棒 ３ ３ が 本 体 ２ １ に 貫 通 配 置 さ れ る こ と に よ っ て
当 該 保 持 棒 ３ ３ が 本 体 ２ １ に 立 設 さ れ る と 共 に 、 釣 糸 が 挿 通 さ れ る 貫 通 孔 ２ ８ が 構 成 さ れ
る 。 し た が っ て 、 分 離 体 ２ ２ を 保 持 固 定 す る た め に 保 持 棒 ３ ３ が 別 途 設 け ら れ た と し て も
、 特 別 に 釣 糸 が 挿 通 さ れ る 孔 の 加 工 が 不 要 で あ る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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＜ 第 ２ の 実 施 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 さ れ る 。
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ４ ０ の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ４ ０ が 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ と 異 な る と こ
ろ は 、 上 記 釣 用 浮 き ２ ０ で は 、 保 持 機 構 ３ ０ は 、 雄 ね じ ３ ４ が 形 成 さ れ た 保 持 棒 ３ ３ と 、
分 離 体 ２ ２ に 設 け ら れ た 螺 合 凹 部 ３ １ と に よ り 構 成 さ れ て い た の に 対 し 、 本 実 施 形 態 に 係
る 釣 用 浮 き ４ ０ で は 、 保 持 機 構 ４ １ は 、 先 端 部 ４ ２ が 略 球 形 に 形 成 さ れ た 保 持 棒 ４ ３ と 、
分 離 体 ２ ２ に 設 け ら れ た 嵌 合 凹 部 ４ ４ と に よ り 構 成 さ れ て い る 点 で あ る 。 つ ま り 、 保 持 棒
４ ３ の 先 端 部 ４ ２ に 分 離 体 ２ ２ が 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ っ て 、 本 体 ２ １ と 分 離 体 ２ ２ と が
合 体 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 に つ い て は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係
る 釣 用 浮 き ２ ０ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ は 、 保 持 棒 ４ ３ の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
　 同 図 が 示 す よ う に 、 保 持 棒 ４ ３ の 先 端 部 ４ ２ は 、 外 径 が 滑 ら か ら に 拡 大 さ れ て お り 、 こ
れ に よ り 略 球 形 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 保 持 棒 ３ ３ と 同 様 に
、 保 持 棒 ４ ３ は 筒 状 に 形 成 さ れ 、 軸 方 向 に 沿 っ て 孔 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の 先
端 部 ４ ２ に は 、 ス リ ッ ト ４ ５ 、 ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら ス リ ッ ト ４ ５ 、 ４ ６ は 、 互
い に 直 交 し て 十 字 状 に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 当 該 先 端 部 ４ ２ の 外 径 寸 法 は 、 弾 性
的 に 拡 縮 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 嵌 合 凹 部 ４ ４ は 、 分 離 体 ２ ２ の 貫 通 孔 ２ ８ の 下 端 部 に 設 け ら れ て お り 、 そ の 内 壁
面 形 状 は 、 略 球 形 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 嵌 合 凹 部 ４ ４ は 、 分 離 体 ２ ２ の 下 面 ４ ７ に 開 口
４ ８ を 有 し 、 上 記 保 持 棒 ４ ３ の 先 端 部 ４ ２ は 、 こ の 開 口 ４ ８ か ら 嵌 合 凹 部 ４ ４ に 嵌 め 込 ま
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て も 、 保 持 棒 ４ ３ は 、 本 体 ２ １ の 貫 通 孔 ２ ５ に 上 方 か ら 挿 通 さ れ 、 固
定 リ ン グ ３ ７ が 装 着 さ れ る こ と に よ っ て 本 体 ２ １ に 立 設 さ れ る 。 こ の と き 、 保 持 棒 ４ ３ の
先 端 部 ４ ２ は 、 収 容 部 ２ ４ 内 に 突 出 す る 。 釣 人 は 、 分 離 体 ２ ２ を 収 容 部 ２ ４ に 挿 入 し 、 保
持 棒 ４ ３ の 先 端 部 ４ ２ を 分 離 体 ２ ２ の 嵌 合 凹 部 ４ ４ に 嵌 め 込 む だ け で 、 分 離 体 ２ ２ は 、 一
定 の 保 持 力 で 本 体 ２ １ に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 釣 人 は 、 当 該 保 持 力 に 抗 し て 分 離 体 ２ ２ を 引
っ 張 る こ と に よ っ て 、 分 離 体 ２ ２ を 本 体 ２ １ か ら 分 離 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、
釣 用 浮 き ４ ０ は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ と 同 様 に 、 単 一 の 中 通 し 浮 き と
し て 使 用 す る こ と も で き 、 所 要 時 に は 、 分 離 体 ２ ２ を 本 体 ２ １ か ら 簡 単 に 切 り 離 し て 二 段
浮 き と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 保 持 棒 ４ ３ の 先 端 部 ４ ２ に ス リ ッ ト ４ ５ 、 ４ ６ が 設 け ら れ て い
る か ら 、 保 持 棒 ４ ３ が 上 記 嵌 合 凹 部 ４ ４ に 嵌 合 す る 際 に は 、 保 持 棒 ４ ３ の 先 端 部 ４ ２ が 弾
性 的 に 縮 径 さ れ る 。 し た が っ て 、 分 離 体 ２ ２ は 、 き わ め て 簡 単 に 保 持 棒 ４ ３ と 嵌 合 す る 。
そ し て 、 分 離 体 ２ ２ の 先 端 部 ４ ２ が 嵌 合 凹 部 ４ ４ 内 に 嵌 め 込 ま れ る と 、 保 持 棒 ４ ３ の 先 端
部 が 弾 性 的 に 拡 径 さ れ 、 分 離 体 ２ ２ は 、 本 体 ２ １ 側 に 一 定 の 保 持 力 で 確 実 に 保 持 さ れ る 。
な お 、 釣 人 は 、 再 び 分 離 体 ２ ２ を 本 体 ２ １ か ら 分 離 す る 場 合 に は 、 分 離 体 ２ ２ を 引 っ 張 る
作 業 を 行 う が 、 こ の と き 、 上 記 保 持 棒 ４ ３ の 先 端 部 ４ ２ が 弾 性 的 に 縮 径 さ れ る の で 、 分 離
体 ２ ２ を 分 離 す る 作 業 も 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
＜ 第 ３ の 実 施 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 さ れ る 。
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ５ ０ の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ５ ０ が 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ と 異 な る と こ
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ろ は 、 保 持 機 構 ５ １ の 構 造 で あ っ て 、 上 記 釣 用 浮 き ２ ０ で は 、 保 持 棒 ３ ３ を 介 し て 分 離 体
２ ２ が 本 体 ２ １ に 合 体 さ れ て い た の に 対 し 、 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ５ ０ で は 、 分 離 体
２ ２ が 直 接 本 体 ２ １ に ね じ 込 ま れ る こ と に よ っ て 両 者 が 合 体 さ れ る よ う に な っ て い る 点 で
あ る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 に つ い て は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ と 同 様 で
あ る が 、 特 に 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ５ ０ で は 、 本 体 ２ １ の 貫 通 孔 ２ ５ は 真 直 に 形 成 さ
れ 、 こ の 貫 通 孔 ２ ５ に ス リ ー ブ ５ ２ が 装 着 さ れ て お り 、 一 方 、 分 離 体 ２ ２ の 貫 通 孔 ２ ８ に
も ス リ ー ブ ５ ３ が 装 着 さ れ て い る 。 各 ス リ ー ブ ５ ２ 、 ５ ３ が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 釣
糸 は 、 ス ム ー ズ に 各 貫 通 孔 ２ ５ 、 ２ ８ に 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 体 ２ １ の 収 容 部 ２ ４ の 内 壁 面 に は 、 雌 ね じ ５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 分 離 体 ２ ２
の 周 面 に は 、 雄 ね じ ５ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 釣 人 は 、 分 離 体 ２ ２ を 把 持 し 、 雄 ね じ ５ ５ と
本 体 ２ １ の 雌 ね じ ５ ４ と を 螺 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 本 体 ２ １ と 分 離 体 ２ ２ と を 合 体 さ せ
る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 分 離 体 ２ ２ が 直 接 本 体 ２ １ に ね じ 込 ま れ
る か ら 、 本 体 ２ １ に 対 す る 分 離 体 ２ ２ の 着 脱 作 業 が き わ め て 簡 単 で あ り 、 釣 用 浮 き ５ ０ は
、 単 一 の 中 通 し 浮 き と し て も 、 二 段 浮 き と し て も よ り 使 い 勝 手 の 良 い も の と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
＜ 第 ４ の 実 施 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 さ れ る 。
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ６ ０ の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ６ ０ が 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ と 異 な る と こ
ろ は 、 保 持 機 構 ６ １ の 構 造 で あ っ て 、 上 記 釣 用 浮 き ２ ０ で は 、 保 持 棒 ３ ３ を 介 し て 分 離 体
２ ２ が 本 体 ２ １ に 合 体 さ れ て い た の に 対 し 、 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ６ ０ で は 、 分 離 体
２ ２ に 形 成 さ れ た 係 合 爪 ６ ２ が 本 体 ２ １ に 設 け ら れ た 係 合 溝 ６ ３ に 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ
っ て 両 者 が 合 体 さ れ る よ う に な っ て い る 点 で あ る 。 な お 、 そ の 他 の 構 成 に つ い て は 、 上 記
第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ２ ０ と 同 様 で あ る が 、 特 に 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ６ ０
で は 、 上 記 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ５ ０ と 同 様 に 、 本 体 ２ １ の 貫 通 孔 ２ ５ は 真 直 に
形 成 さ れ 、 こ の 貫 通 孔 ２ ５ に ス リ ー ブ ５ ２ が 装 着 さ れ て お り 、 一 方 、 分 離 体 ２ ２ の 貫 通 孔
２ ８ に も ス リ ー ブ ５ ３ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 分 離 体 ２ ２ に 設 け ら れ た 係 合 爪 ６ ２ は 、 略 円 柱 状 に 形 成 さ れ 、 分 離 体 ２ ２ の 周 面 か ら 外
側 に 向 か っ て 突 設 さ れ て い る 。 係 合 爪 ６ ２ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 分 離 体 ２ ２ の 周 面 に 周 方
向 に 対 象 に ４ カ 所 に 設 け ら れ て い る 。 も っ と も 、 係 合 爪 ６ ２ は 、 周 方 向 に 対 象 に ２ カ 所 に
設 け ら れ て い て も よ い し 、 さ ら に 多 数 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 係 合 溝 ６ ３ は 、 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 係 合 溝 ６ ３ は 、 本 体 ２ １
の 上 面 ２ ６ か ら 収 容 部 ２ ４ の 内 壁 面 に 沿 っ て 下 方 へ 延 び 、 そ の 後 収 容 部 ２ ４ の 内 壁 面 に 沿
っ て 周 方 向 に 延 び て い る 。 係 合 溝 ６ ３ の 溝 幅 寸 法 は 、 上 記 係 合 爪 ６ ２ の 外 径 寸 法 に 対 応 さ
れ て お り 、 係 合 爪 ６ ２ は 、 係 合 溝 ６ ３ に 隙 間 な く 嵌 め 込 ま れ る よ う に な っ て い る 。 し た が
っ て 、 係 合 爪 ６ ２ は 、 こ の 係 合 溝 ６ ３ に 挿 入 さ れ 、 当 該 係 合 溝 ６ ３ に 沿 っ て ス ラ イ ド さ れ
る こ と に よ っ て 、 分 離 体 ２ ２ が 本 体 ２ １ に 係 合 保 持 さ れ る 。 な お 、 上 記 係 合 爪 ６ ２ 及 び 係
合 溝 ６ ３ の 形 状 は 、 上 記 の 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 両 者 が 隙 間 な く 係 合 す る た め
に 互 い に 同 様 の 形 状 に 形 成 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 釣 人 は 、 分 離 体 ２ ２ を 把 持 し て 係 合 爪 ６ ２ を 本 体 ２ １ の 係 合 溝 ６ ３ に
嵌 め 込 み 、 当 該 係 合 溝 ６ ３ に 沿 っ て 分 離 体 ２ ２ を ス ラ イ ド さ せ る だ け で 、 簡 単 に 分 離 体 ２
２ を 本 体 ２ １ に 固 定 す る こ と が で き 、 ま た 、 分 離 体 ２ ２ を 本 体 ２ １ か ら 取 り 外 す こ と が で
き る 。 こ の と き 、 係 合 爪 ６ ２ の 外 形 寸 法 及 び 係 合 溝 ６ ３ の 内 形 寸 法 が 適 当 に 設 定 さ れ る こ
と に よ っ て 、 両 者 間 に 所 定 の 摩 擦 力 が 生 じ 、 こ れ に よ り 、 分 離 体 ２ ２ が 本 体 ２ １ に 合 体 し
た 状 態 で 、 釣 人 の 意 図 し な い と き に 両 者 が 分 離 し て し ま う こ と が 防 止 さ れ る 。 こ の よ う に
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、 本 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き ６ ０ に お い て も 、 単 一 の 中 通 し 浮 き と し て も 、 二 段 浮 き と し
て も よ り 使 い 勝 手 の 良 い も の と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 は 、 釣 り 、 特 に 海 で の 浮 き 釣 り に 使 用 さ れ る 浮 き に 適 用 さ れ 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き の 一 部 断 面 分 解 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き の 使 用 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き の 他 の 使 用 状 態 を 示 す 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き の 保 持 棒 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 釣 用 浮 き の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 一 般 的 な 浮 き 釣 り の 仕 掛 け に よ る 釣 り の 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 一 般 的 な 浮 き 釣 り の 仕 掛 け が 海 中 で 安 定 し た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 潮 流 が 速 く な っ た と き の 仕 掛 け の 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 浮 力 が 抑 制 さ れ た 浮 き が 使 用 さ れ た 仕 掛 け の 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 従 来 の 二 段 浮 き 釣 法 に よ る 仕 掛 け の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ２ ０ ・ ・ ・ 釣 用 浮 き
　 ２ １ ・ ・ ・ 本 体
　 ２ ２ ・ ・ ・ 分 離 体
　 ２ ３ ・ ・ ・ 錘
　 ２ ４ ・ ・ ・ 収 容 部
　 ２ ５ ・ ・ ・ 貫 通 孔
　 ２ ７ ・ ・ ・ 錘
　 ２ ８ ・ ・ ・ 貫 通 孔
　 ３ ０ ・ ・ ・ 保 持 機 構
　 ３ １ ・ ・ ・ 螺 合 凹 部
　 ３ ２ ・ ・ ・ 雌 ね じ
　 ３ ３ ・ ・ ・ 保 持 棒
　 ３ ４ ・ ・ ・ 雄 ね じ
　 ３ ８ ・ ・ ・ 孔
　 ３ ９ ・ ・ ・ 釣 糸 挿 通 孔
　 ４ ０ ・ ・ ・ 釣 用 浮 き
　 ４ １ ・ ・ ・ 保 持 機 構
　 ４ ２ ・ ・ ・ 先 端 部
　 ４ ３ ・ ・ ・ 保 持 棒
　 ４ ４ ・ ・ ・ 嵌 合 凹 部
　 ４ ５ ・ ・ ・ ス リ ッ ト
　 ４ ６ ・ ・ ・ ス リ ッ ト
　 ４ ７ ・ ・ ・ 下 面
　 ４ ８ ・ ・ ・ 開 口
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　 ５ ０ ・ ・ ・ 釣 用 浮 き
　 ５ １ ・ ・ ・ 保 持 機 構
　 ５ ２ ・ ・ ・ ス リ ー ブ
　 ５ ３ ・ ・ ・ ス リ ー ブ
　 ５ ４ ・ ・ ・ 雌 ね じ
　 ５ ５ ・ ・ ・ 雄 ね じ
　 ６ ０ ・ ・ ・ 釣 用 浮 き
　 ６ １ ・ ・ ・ 保 持 機 構
　 ６ ２ ・ ・ ・ 係 合 爪
　 ６ ３ ・ ・ ・ 係 合 溝 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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